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（新潟大学医学部放射線医学教室）

第13回学術大会開催にあたって

−　ご　挨　拶　−
　平成12年11月10日（金）から11月12日（日）までの3日間、新潟市において日本放射線腫瘍学会第13回学術大会を開催することになりました。20世紀最後の学会となりますので、今世紀における放射線腫瘍学の進歩を総括するとともに、来るべき21世紀に向けて希望に満ちたスタートが切れるような、有意義なものにしたいと考えております。
　今回の学術大会のメインテーマは、「科学的根拠に基づく放射線腫瘍学の確立を目指して」（Toward Evidence-based Radiation Oncology）といたしました。いま、医療のすべての分野において、医師個人のささやかな経験を重視する医療から、科学的根拠（エビデンス）を重視する医療への転換が急速に進みつつあります。この医療のパラダイムシフトは、患者さんの立場からみれば、医師にすべてをおまかせしていた従来型の医療から、インフォームドコンセントの過程において、患者さん自身が自らの価値観に基づいて選択する医療への転換ということになります。本学会としても、患者さんに放射線治療を選択してもらえるように、明確な科学的根拠を積み上げるために、さらに一層の努力をする必要があると考えて、このようなテーマを掲げることといたしました。
　学術プログラムは、特別講演2題、トピックス、教育講演7題、シンポジウム4題、特別報告、ワークショップ2題、ワークインプログレス、ランチョンセミナー5題、市民公開シンポジウム、一般演題（口述発表120題、展示発表148題）から構成されております。

　特別講演は、JASTROと連携しているASTROおよびESTROの代表に従来よりお願いしておりますが、今回はASTROからは2000-2001年の会長David A. Larson先生、ESTROからはIbtisam L. Atahan先生をお迎えしております。またM.D. Anderson Cancer CenterのJames D Cox先生ならびにRitsuko Komaki先生には、それぞれトピックス、ランチョンセミナ−で講演していただくことになりました。それぞれに、本学会がこれから取組むべきテーマを示唆するような有意義なお話をお伺いできるものと期待しております。

　シンポジウムでは、「放射線腫瘍学におけるTranslational Research」、「放射線腫瘍学におけるエビデンス作り」、「化学放射線療法の現状と将来」、「高精度放射線治療の標準化をめぐる技術的諸問題」、という4つのテーマをとりあげました。またワークショップでは、「転移性脳腫瘍の治療の標準化」、「重症放射線合併症にどう立ち向かうか」がとりあげられております。ワークインプログレス「新しい放射線治療技術の現状と将来」と並んで、いずれも21世紀の放射線腫瘍学を展望するうえで、欠かすことのできない重要なテーマです。

　学術プログラムを編成するにあたっては、顧問委員ならびにプログラム委員の皆様にアンケートを依頼し、多くの方々から貴重なご意見をいただいておりますが、その中で、平成11年9月30日に東海村で発生した臨界事故に対する医学的対応について知りたいとのご意見を多数いただきました。そこで辻井博彦先生にオーガナイザーをお願いし、「ウラン加工工場臨界事故における被ばく医療−放射線治療医は何ができたか−」というテーマで、5名の方々から特別報告をしていただくことになりました。このような緊急事故被ばくへの対応についても、医療放射線を扱う専門家として、日頃から十分準備しておく必要があると考えます。

　ランチョンセミナーは3日間にわたり、Ritsuko Komaki先生の「Management of Superior Sulcus Tumor」をはじめ、「脳腫瘍のハイパーサーミア：RF組織内加温法による悪性グリオーマの治療」（田中隆一先生）、「照射体積と耐容線量」（白土博樹先生）、「医療におけるリスクマネージメント」（児玉安司先生）、「節外性悪性リンパ腫：部位分類から病理診断別治療へ」（小口正彦先生）、の5題が予定されております。講師の先生はそれぞれの分野のエキスパートの方々ですので、有意義なお話をお伺いできるものと期待しております。また会場周辺には適当な食堂やレストランが限られておりますので、多数の皆様のご参加をお薦めいたします。

　今大会から、教育講演は教育委員会が企画することになりました。学術大会における教育の重要性については多言を要しませんが、本大会における教育講演は、従来、会長がその都度テーマの選択や人選を行っていたために、学会として一貫性のあるプログラムを編成することが困難な面がありました。今回からは教育委員会に企画を一任したために、学会として一貫性・継続性のあるプログラムの編成が期待できるものと考えております。
　また今大会から、新しい試みとして、大学病院医療情報ネットワーク（UMIN）を利用して、インターネットによる演題登録を開始いたしました。本学会にとっては初めての試みであることから、従来通りの抄録用紙による登録も併用いたしましたが、実際は約96％の演題がインターネットで登録されております。不馴れなために編集作業には少し手間取りましたが、UMIN側の適確な対応により、ほぼ予定のスケジュールで作業を進めることができました。関係各位に厚く御礼申し上げる次第です。

　インターネット登録を始めたためでしょうか、全く予想に反して、一般演題数は前回より70題ほど増加いたしました。このために、口演を希望されていた演題を展示に回させていただいたり、発表の時間を短縮させていただきました。なにとぞ事情をご賢察のうえ、ご了承賜りますよう、よろしくお願いいたします。

　学会最終日（日曜日）の午後には、市民公開シンポジウム「がんと共に生きる−緩和医療の在り方−」（司会：阿部光幸先生）が開催されます。がんとの共生は、放射線治療にとっても一つの重要なテーマと言えましょう。一般市民とともに、多数の皆様のご参加をお願いいたします。

　11月中旬の新潟は、紅葉もすでに終わり、あまり観るべきところはありません。しかし、越後平野でとれる「コシヒカリ」の新米、日本海の荒海でとれるお魚、そして「越之寒梅」をはじめとする地酒が美味しい時節です。是非多数ご参加下さいますよう、教室員一同お待ちいたしております。

日本放射線腫瘍学会

会長　酒井　邦夫

日本放射線腫瘍学会第13回学術大会

会　期：平成12年
11月 9日(木)　　
理事会
                  
11月10日(金)　
学術発表、評議員会
                  
11月11日(土)　
学術発表、総会、懇親会
                  
11月12日(日)　
学術発表、市民公開シンポジウム
会　場：新潟県民会館
　　　　
〒951-8132 新潟市一番堀通町3番地13

　　　　
TEL 025-228-4481、FAX 025-228-4484

＊11月9日（木）の理事会並びに11月11日（土）の会員懇親会はオークラホテル新潟、11月10日（金）の評議員会は新潟大学医学部有壬記念館で開催します。

学術プログラム概要

特別講演
特別講演Ⅰ　　　　　　　　　　
11月10日(金) 13：00〜13：40　A会場（大ホール）
　「Radiosurgery −Radiobiology and Results−」

　　David A. Larson (University of California San Francisco)

　　　　　　　　　　　　　　　
司会
増田　康治（九州大学）

　　　　　　　　　　　　　　　
特別講演Ⅱ                 
11月10日(金) 13：40〜14：20　A会場（大ホール）

　「Postoperative Radiotherapy in Cervical Cancer −Indications and prognostic factors−」
    Ibtisam L. Atahan（Haceteppe University Faculty of Medicine）

　　　　　　　　　　　　　　　
司会
森田　皓三（愛知県がんセンター）

トピックス               
11月10日(金) 11：10〜12：00　A会場（大ホール）
  「Classification and Management of Non-Hodgkin's Lymphomas」
　　James D. Cox ( M.D. Anderson Cancer Center)
　　　　　　　　　　　　　　　
司会
坂本　澄彦（東北大学）

梅垣賞講演    　　　　
11月11日(土) 13：40〜14：00　A会場（大ホール）
　1「乳房温存療法後の美容評価と合併症の長期結果について」

　　藤代　早月（京都大学、腫瘍放射線科学）

　2「下垂体腺腫の放射線治療成績−腫瘍の増大抑制と照射後の下垂体前葉機能低下の検討−」

　　土田恵美子（新潟大学、放射線医学）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　
司会　田中　良明（日本大学）

シンポジウム
シンポジウムⅠ　　　　　
11月10日(金)　 9：00〜11：00　A会場（大ホール）
　「放射線腫瘍学におけるTranslational Research」
　　　　　　　　　　　　　　　
司会
平岡　真寛（京都大学、腫瘍放射線科学)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大西　武雄（奈良県立医科大学、生物学)
　　１　複製中のゲノムに誘発されるDNA二重鎖切断

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
園田英一朗（京都大学、放射線遺伝学）
　　２　放射線治療と発がんの接点−遺伝子NBS1の機能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
小松　賢志（広島大学、原爆医学研究所）
　　３　p53シグナルトランスダクションからみた癌治療効果予測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大西　武雄（奈良県立医科大学、生物学）
　　４　アポトーシス誘導シグナルならびに生存シグナルの伝達経路を分子標的とした放射線

　　　　治療法の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
三橋　紀夫（群馬大学、放射線医学）
　　５　臨床放射線腫瘍学におけるTranslational Research
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
西村　恭昌（近畿大学、放射線医学）
　　(特別発言)
　　　　DNA依存性プロテインキナーゼを利用した放射線感受性予測と放射線増感の可能性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
細井　義夫（東京大学、基礎放射線医学）
シンポジウムⅡ　　　　　　　
11月10日(金)　14：30〜16：00　A会場（大ホール）

　「放射線腫瘍学におけるエビデンス作り」
　　　　　　　　　　　　　　
司会
池田　　恢（国立がんセンター東、放射線部)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
手島　昭樹（大阪大学、保健学科）
　　１　Evidence-based medicine (EBM)と臨床試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加賀美芳和（国立がんセンター中央、放射線治療部）　
　　２　我が国の多施設臨床試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
久保田　馨（国立がんセンター東、呼吸器内科）
　　３　放射線治療における臨床試験の経験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
河島　光彦（国立がんセンター東、放射線部）
　　(特別発言)
　　　　放射線腫瘍学におけるエビデンス作り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
西尾　正道（国立札幌病院、放射線科）
シンポジウムⅢ　　　　　　　
11月11日(土)　 8：30〜10：20　A会場（大ホール）
　「化学放射線療法の現状と将来」
　　　　　　　　　　　　　　
司会
山田　章吾（東北大学、放射線腫瘍学)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
早渕　尚文（久留米大学、放射線医学）
　　１　脳腫瘍に対する放射線化学療法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
芝本　雄太（京都大学、再生医科学研究所）
　　２　頭頸部腫瘍に対する放射線と化学療法の併用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
晴山　雅人（札幌医科大学、放射線医学）
　　３　食道癌に対するChemoradiation

　　　　　　　　　　　　　　　　　
根本　建二（東北大学、放射線腫瘍学）
　　４　肺癌に対するChemoradiotherapyの現状と問題点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
早川　和重（群馬大学、放射線医学）
シンポジウムⅣ　　　　　　　
11月11日(土)　15：40〜18：00　A会場（大ホール）
　「高精度放射線治療の標準化をめぐる技術的諸問題」
　　　　　　　　　　　　　　
司会
井上　俊彦（大阪大学、放射線腫瘍学)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
内山　幸男（愛知県がんセンター、放射線治療部)
　　１　高次元医用画像診断と新しい治療技術
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
吉川　京燦（放医研、重粒子治療センター）
　　２　放射線治療計画とQA−IMRTを中心として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
秋山　芳久（千葉県がんセンター、放射線治療部）
　　３　患者固定と評価
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
小口　　宏（信州大学、放射線部）
　　４　照射技術（3D CRT）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
青木　幸昌（東京大学、放射線医学）
　　５　照射技術（4D CRT）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
塩見　浩也（大阪大学、放射線腫瘍学）
　　６　位置照合技術
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
荻野　　尚（国立がんセンター東、放射線部）
　　７　治療システム（DICOM-RT）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
藤田　勝久（北海道大学、放射線部）

特別報告　　　　　　　　　
11月10日(金)　16：10〜18：10　A会場（大ホール）
　「ウラン加工工場臨界事故における被ばく医療−放射線治療医は何ができたか−」
　　　　　　　　　　　　　　　
司会
辻井　博彦（放医研、放射線障害医療部）
　　１　事故の概要と放医研の役割
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
明石　真言（放医研、放射線障害医療部)

　　２　染色体による被ばく線量の推定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
早田　　勇（放医研、障害基盤研究部)

　　３　全身計測による被ばく線量の推定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
篠原　邦彦（核燃料サイクル開発機構、東海事業所)

　　４　高線量被ばく患者の治療経験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
前川　和彦（東京大学、救急医学)

　　５　高線量中性子被ばくによる皮膚障害治療の経験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
田中　秀治（杏林大学、救急医学)

ワークショップ　　　　　　　　　

ワークショップⅠ　　　　　　
11月10日(金)　 9：00〜10：30　B会場（小ホール）
　「転移性脳腫瘍の治療の標準化」
　　　　　　　　　　　　　　　
司会
田中　良明（日本大学、放射線医学)

　　１　転移性脳腫瘍の治療における標準化の問題点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
田中　良明（日本大学、放射線医学)
　　２　放射線生物学からみた転移性脳腫瘍に対する放射線治療の特殊性


　　　　　　　　　　　　　　　　　　
芝本　雄太（京都大学、再生医科学研究所）

　　３　転移性脳腫瘍治療における手術療法の役割


　　　　　　　　　　　　　　　　　　
松谷　雅生（埼玉医科大学、脳神経外科）

　　４　肺癌転移性脳腫瘍の手術および定位脳照射における広範囲脳照射の役割

　
明神美弥子（国立札幌病院、放射線科）

　　５　分割定位照射と全脳照射を併用した転移性脳腫瘍の治療成績−FOCAL UNITを用い

　　　　た６年間の経験


　　
植松　　稔（防衛医科大学校、放射線科）

　　６　脳転移に対する定位放射線照射の生存期間延長への寄与：従来の治療成績による回帰

　　　　予測式で推定した予後と実際の生存期間の比較


　　　　　　　　　　　　　　　　　　
仲澤　聖則（自治医科大学、放射線科）

　　（指定発言）

　　　　転移性脳腫瘍に対する着脱可能な固定具、少分割を用いた定位放射線照射

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
青山　英史（北海道大学、放射線医学）

ワークショップⅡ　　　　　　
11月11日(土)　10：30〜12：00　A会場（大ホール）

　「重症放射線合併症にどう立ち向かうか」
　　　　　　　　　　　　　　　
司会
土器屋卓志（国立病院東京医療センター、放射線科)

　　１　基調報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
土器屋卓志（国立病院東京医療センター、放射線科)

　　２　照射野外に広がる間質性肺炎発症例のステロイド使用に関する検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
塩島　和美（伊勢崎市民病院、放射線科）
　　３　子宮頸癌放射線治療後の重度晩期腸管障害への対応

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
幡野　和男（千葉県がんセンター、放射線治療部）

　　４　照射後の頸部リンパ節転移巣に生じた頸動脈仮性動脈瘤の食道穿破を塞栓術で救命で

　　　　きた舌癌患者の一例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
高橋元一郎（駿河台日本大学病院、放射線科)
　　５　食道癌に対する根治的放射線治療6年後に発生した食道穿孔に対して、手術により

　　　　救命できた一例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
福田　晴行（大阪市立大学、放射線科)
　　６　放射線脊髄症を発症した患者と対峙して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
北原　　規（昭和大学、放射線科)
ワークインプログレス　　　
11月11日(土)　14：00〜15：30　A会場（大ホール）
　「新しい放射線治療技術の現状と将来」
　　　　　　　　　　　　　　
司会
山下　　孝（癌研究会附属病院、放射線治療科)

　　　　　　　　　　　　　　　　　
西臺　武弘（京都医療技術短期大学)
　　１　新しい放射線治療技術の現状と将来

　　　　　　　　　　　　　　　　　
山下　　孝（癌研究会附属病院、放射線治療科)
　　２　新しい術中照射専用リニアアクセラレータ：MOBETRON

　　　　　　　　　　　　　　　　　
篠原　義秀（東芝メディカル）

　　３　動体追跡装置の開発と今後の展望

　　　　　　　　　　　　　　　　　
国枝　達也（三菱電機）

　　４　Active Breathing Control (ABC)を用いてのドーズエスカレーション及びコンフォ

　　　　ーミティの改善

　　　　　　　　　　　　　　　　　
松村　友隆（エレクタ）

　　５　新小形ガラス素子を用いた線量測定システム“Dose Ace”

　　　　　　　　　　　　　　　　　
都丸　禎三（千代田テクノル）

　　６　IMRTインテンシティーモジュレーション（ダイナミックMLCによる線量分布強度

　　　　変調治療）の展望
　　　　　　　　　　　　　　　　　
上総　中童（バリアンメディカルシステムズ）

　　７　CTシミュレータと治療計画装置の一体化およびInverse Planning機能

　　　　　　　　　　　　　　　　　
兪　　　栄（日立メディコ）

　　８　インテンシティーモジュレーション治療への治療計画装置の対応

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
神田　哲弥（兼松メディカルシステムズ）

　　９　治療計画装置の観点から考えるIMRT

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今村　浩志（メディテック）

　　（特別発言）

　　　　放射線治療の高度化に伴い急がれる日本の医療物理士、Medical Dosimetristsの充足

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新井　義郎（ピッツバーグ大学、放射線腫瘍科）

ランチョンセミナー
ランチョンセミナーⅠ　　　　　
11月10日(金)　12：10〜12：50　A会場（大ホール）
　「Management of Superior Sulcus Tumor」

　　Ritsuko Komaki ( M.D. Anderson Cancer Center)
　　　　　　　　　　　　　　　
司会
新部　英男（群馬大学）

ランチョンセミナーⅡ　　　　　
11月10日(金)　12：10〜12：50　B会場（小ホール）
　「脳腫瘍のハイパーサーミア：RF組織内加温法による悪性グリオーマの治療」
　　田中　隆一（新潟大学、脳研究所)
　　　　　　　　　　　　　　　
司会
高橋　正治（京都医療技術短期大学）

ランチョンセミナーⅢ　　　　　
11月11日(土)　12：10〜12：50　A会場（大ホール）
　「照射体積と耐容線量」
　　白土　博樹（北海道大学、放射線医学)
　　　　　　　　　　　　　　
司会
佐々木武仁（東京医科歯科大学）

ランチョンセミナーⅣ　　　　　
11月11日(土)　12：10〜12：50　B会場（小ホール）
　「医療におけるリスクマネージメント」
　　児玉　安司（三宅坂総合法律事務所、弁護士・医師・ニューヨーク州弁護士)
　　　　　　　　　　　　　　
司会
母里　知之（東海大学）

ランチョンセミナーⅤ　　　　　
11月12日(日)　12：10〜12：50　B会場（小ホール）
　「節外性悪性リンパ腫：部位分類から病理診断別治療へ」

　　小口　正彦（癌研究会附属病院、放射線治療科）

　　　　　　　　　　　　　　　
司会
渡会　二郎（秋田大学）

市民公開シンポジウム　　　
11月12日(日)　13：30〜16：00　A会場（大ホール）
　「がんと共に生きる−緩和医療の在り方−」
　　　　　　　　　　　　　　　
司会
阿部　光幸（兵庫県立成人病センター)
　　１　がん患者のQOLと緩和ケア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
武田　文和（埼玉県がんセンター）
　　２　緩和医療における放射線治療
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
青木　幸昌（東京大学、放射線医学）
　　３　緩和医療における看護
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
中村めぐみ（聖路加国際病院、緩和ケア病棟）
　　４　緩和医療への期待
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
行天　良雄（医事評論家）
一般演題
　　口述発表（A・B会場）

　　　　　　　　　　　11月10日（金）
10：32〜12：00、14：30〜18：10　B会場

　　　　　　　　　　　11月11日（土） 
8：30〜12：00、14：00〜18：00　 B会場

　　　　　　　　　　　11月12日（日）
8：30〜12：00　 A会場

　　展示発表（C会場）

　　　　　　　　　　　11月10日（金）
 9：00〜12：00、14：30〜18：10

　　　　　　　　　　　11月11日（土）
 8：30〜12：00、14：00〜18：00

　　　　　　　　　　　11月12日（日）
 8：30〜12：00

機器・薬品展示
　　　　　会場：新潟県民会館3階、ギャラリーA

　　　　　　　　　　　11月10日（金）
11時〜17時

　　　　　　　　　　　11月11日（土）　
9時〜17時

　　　　　　　　　　　11月12日（日）
9時〜13時

　　　　＊11月10日（金）10時45分〜11時に、機器・薬品展示のテープカットを行います。

教育講演（教育委員会企画）　
11月12日（日）　B会場（小ホール）
教育講演Ⅰ　　　　　　　　
8：00〜8：45　

　「放射線生物学」

　　阿部　由直（弘前大学）

　　　　　　　　　　　　　　
司会
西村　恭昌（近畿大学）

教育講演Ⅱ　　　　　　　　　　
8：45〜9：30　

　「治療からみた画像診断」

　　杉村　和朗（神戸大学）

　　　　　　　　　　　　　　
司会
松井　正典（聖マリア病院）

教育講演Ⅲ　　　　　　　　　　
9：40〜10：25　

　「定位照射の技術と”臨床”放射線物理学」

　　国枝　悦夫（慶應義塾大学）

　　　　　　　　　　　　　　
司会
鬼塚　昌彦（九州大学医療短大）

教育講演Ⅳ　　　　　　　　　
10：25〜11：10　

　「放射線治療計画」

　　中川　恵一（東京大学）

　　　　　　　　　　　　　　
司会
白土　博樹（北海道大学）

教育講演Ⅴ　　　　　　　　　
11：15〜12：00　

　「頭頸部癌の放射線治療−咽頭癌を中心に」

　　西村　哲夫（浜松医科大学）　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　　　
司会
茶谷　正史（大阪労災病院）

教育講演Ⅵ　　　　　　　　　
13：00〜13：50　

　「EBMからみた乳癌放射線治療」

　　関口　建次（聖路加国際病院）

　　　　　　　　　　　　　　　
司会
仲澤　聖則（自治医科大学）

教育講演Ⅶ　　　　　　　　　　
13：55〜14：45　

　「肺癌に対する放射線療法−現状と将来展望」

　　末山　博男（新潟県立中央病院）

　　　　　　　　　　　　　  　
司会
早川　和重（群馬大学）

会議・懇親会
理事会　　　　　　　　　　　
11月9日（木）　14：00〜17：00

　　　　　　　　　　　　　　　
オークラホテル新潟

評議員会　　　　　　　　　　
11月10日（金）　18：30〜21：00

　　　　　　　　　　　　　　　
新潟大学医学部有壬記念館

総会　　　　　　　　　　　　
11月11日（土）　13：00〜13：40

　　　　　　　　　　　　　　　
A会場（新潟県民会館大ホール）

懇親会　　　　　　　　　　　
11月11日（土）　18：30〜20：30

　　　　　　　　　　　　　　　
オークラホテル新潟

各種委員会
　将来計画委員会　　
11月10日（金）　12：00〜13：00


新潟県民会館第1会議室

　

　研究調査委員会
11月10日（金）　12：00〜13：00


新潟県民会館第2会議室

　国内関連学会委員会
11月10日（金）　12：00〜13：00

新潟県民会館第3会議室
　　

　編集委員会
11月10日（金）　12：00〜13：00

新潟県民会館第4会議室
　認定制度委員会
11月11日（土）　12：00〜13：00


新潟県民会館第1会議室
　教育委員会
11月11日（土）　12：00〜13：00


新潟県民会館第2会議室
　

　健保委員会
11月11日（土）　12：00〜13：00


新潟県民会館第3会議室
　データベース委員会
11月11日（土）　12：00〜13：00


新潟県民会館第4会議室
　規約・用語委員会
11月12日（日）　12：00〜13：00


新潟県民会館第1会議室
ご案内

参加者の皆様へ
1）学会参加、懇親会参加の方は、学会当日会場受付にて、学会参加費、懇親会費をお支払いく

　 ださい。

　　　　学会参加費　　会員12,000円、準会員 5,000円、非会員14,000円、
　　　　　　　　　　　学生(大学院生を除く) 無料
　　　　懇親会　　　　会員・非会員5,000円、同伴者3,000円
2）この報文集はご持参ください（当日は有料頒布（1部1,000円）となります）。

3）宿泊については各自で手配をお願いします。なお、JTB日本交通公社新潟支店（TEL 025-

　 223-4822、担当：本間・橋本・後藤）が宿泊のお手伝いをいたします。演題募集要項に綴じ

　 込みの「宿泊申込のご案内」をご参照ください。

4）本大会に関するお問い合わせは下記事務局にお願いいたします。

　　　〒951-8510　新潟市旭町通1-757　新潟大学医学部放射線医学教室内
　　　日本放射線腫瘍学会第13回学術大会事務局（担当：杉田　公、宮路美根子）
　　　TEL 025-227-2315、FAX 025-227-0788

　　　e-mail: nradio@med.niigata-u.ac.jp
　 なお、学術大会期間中の事務局へのお問い合わせは、下記にお願いいたします。

　　　第13回学術大会本部　TEL 025-228-3151　　 FAX 025-228-3152　

5）会場内での録音、撮影は原則として禁止されておりますので、ご協力ください。

発表される方へ
1）一般口演

　①発表時間は、発表：6分、討論：2分。

　②35mmスライドプロジェクター1台、スライド枚数は10枚以内。

　③スライドは試写のうえ、セッション開始30分前までに各会場のスライド受付へご提出くだ

　さい。

2）展示発表

　①発表時間は、発表：約3分、討論：約4分。

　②タイトル・所属・氏名の大きさ： 縦13.5 cm×横100 cm。

　③発表資料の大きさ：縦90 cm×横116cmを2段（ポスターの貼付け可能なサイズは、1段

　　につきB4シートで縦3枚、横3枚の計9枚です）。

　④演題番号は事務局で用意します。

　⑤ポスターの貼付けは、事務局の用意した専用の両面テープを使用してください。

　⑥ポスターの貼付けは、できる限り学術大会前日（11月9日）の15：00〜18：00の間に終

　　えるようにしてください。

　⑦展示は学術大会期間中展示とし、プログラムに記された時間に発表・討論を行います。

　⑧展示したポスターは、学術大会最終日の11月12日（日）13：00〜15：00の間に撤去して

　　ください。それ以降に残っているポスターは学術大会事務局で処分いたします。

　　演題番号（事務局で準備します）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13.5cm　　
タイトル・所属・氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
縦13.5cm×横100cm


　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90.0cm



                                         11.0cm


                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ポスターの貼付け可能なサイズ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90.0cm　　　
は、1段につきB4シートで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
縦3枚、横3枚の計9枚です。




                116.0 cm

3）シンポジウム・特別報告・ワークショップ・ワークインプログレス等

　①発表時間は、セッションごとに異なりますので、別途ご連絡いたします。

　②35mmスライドプロジェクター1台。

　③スライドは試写のうえ、セッション開始30分前までに各会場のスライド受付へご提出くだ

　　さい。　

司会並びに座長の方へ
1）ご担当のセッション開始10分前までに口演会場の次座長席、あるいは展示会場受付までお

　 越しください。

2）プログラムの時間通りの進行に是非ご協力ください。

第13回学術大会役員

大会会長　　　　　
酒井　邦夫

顧問委員　　　　　
阿部　公彦、池田　　恢、伊東　久夫、井上　俊彦、大川　智彦、

　　　　　　　　　
河内　清光、佐々木武仁、鈴木　紀夫、田中　良明、辻井　博彦、

　　　　　　　　　
土器屋卓志、新部　英男、西尾　正道、早渕　尚文、平岡　　武、

　　　　　　　　　　
平岡　真寛、平木　祥夫、増田　康治、三橋　紀夫、母里　知之、　

　　　　　　　　　　
山下　　孝、山田　章吾

プログラム委員会

　委員長　　　　
稲越　英機

　委員　　　　
阿部　由直、有本　卓郎、井上　武宏、今城　吉成、荻野　　尚、

　　　　　　　　　
小口　正彦、小野　公二、菊池　雄三、北村　達夫、喜多みどり、　

　　　　　　　　　
斎藤　眞理、芝本　雄太、澁谷　　均、白土　博樹、末山　博男、

　　　　　　　　　
高井　良尋、築山　　巌、手島　昭樹、永田　　靖、中津川重一、

　　　　　　　　　
中野　隆史、西村　恭昌、早川　和重、晴山　雅人、広川　　裕、

　　　　　　　　　
不破　信和、松原　　升、渡辺　定雄、渡会　二郎、芦野　靖夫、

　　　　　　　　　
伊藤　　彬、稲邑　清也、内山　幸男、関谷　昌四、西臺　武弘、

　　　　　　　　　　
日向　　浩、平林　久枝、安藤　興一、藤田　勝三、細井　義夫、

　　　　　　　　　　
村山千恵子

　広告担当　　　　
橋本　憲一（JASTRO事務局）

　機器薬品展示担当
青木　　弘（日本画像医療システム工業会）

実行委員会

　委員　
末山　博男、杉田　　公、土田恵美子、松本　康男、岡本浩一郎、

　
木村　元政、加村　　毅、樋口　健史、関　　裕史、古泉　直也、

　　　
笹本　龍太、伊藤　　猛、植松　孝悦、勝良　剛詞、益子　典子、


日向　　浩、井上　富夫、上田　弘之、笠原　敏文、宮路美根子、

　　　　　　　　　　
玉木　智香、小山　　司

